
再給電方式（一定の順序）※1の開始までの
ローカル系統における混雑処理について

2023年11月6日（2024年1月9日改訂）
東京電力パワーグリッド株式会社

概要

 2023年4月1日の受付から，連系する基幹・ローカル系統の空き容量の有無に係わらず全ての電源
（10kW未満の低圧を除く）をノンファーム型接続適用電源として取り扱うこととされました（弊社離
島を除く） 。

 弊社においては，混雑(※2)が見込まれるローカル系統について，2024年4月1日から，ノンファーム
一律制御の運用を開始する予定です。

 将来的には，関係するシステム開発・改修等が完了次第，再給電方式（一定の順序）の出力制
御順に基づく出力制御への移行を予定しています。

 本資料では，ローカル系統のノンファーム型接続の概要及びローカル系統における混雑処理について
説明致します。

 上記出力制御に伴い，対応が必要となる発電契約者さま向けに別途説明会を実施します。

※１ 正式名称は「再給電方式（一定の順序）の出力制御順に基づく出力制御」
※２ 混雑：送電線の運用容量の制約により、発電事業者の運用に制約が生じている状態
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 再エネ導入拡大により，空き容量不足を解消するための送変電設備の増強は一定の時間を要することから，
早期の再エネ導入を進める方策の１つとして，送変電設備混雑時の出力制御を条件に早期接続を認めるノン
ファーム型接続の取り組みを進めています。

 国の整理において，連系する基幹・ローカル系統の空き容量の有無に係わらず全ての電源（10kW未満の低
圧を除く）がノンファーム型接続適用電源として取り扱うこととされました（弊社離島を除く） 。

1-1．ノンファーム型接続の導入目的 2

1．ノンファーム型接続の目的・概要

広域機関 系統の接続および利用ルールについて
～ノンファーム型接続～（2023.4.3更新）抜粋
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1-2．ノンファーム型接続適用系統と電源および混雑管理 3

2023.2.28 第44回系統ワーキンググループ

資料1-1より抜粋

 基幹系統混雑における適用電源については，空き容量の有無に関係なく，基幹系統，ローカル系統以下に
連系される電源（10kW未満の低圧を除く）となりますが，混雑時の制御対象は特別高圧の電源（高圧の
電源まで必要に応じて拡大）となります。

 基幹系統混雑における制御方式については，2022年12月から再給電(調整電源の活用)，2023年12月
から再給電(一定の順序)となります。

 一方でローカル系統混雑時における適用電源は，空き容量の有無に関係なく，ローカル系統以下に連系され
る電源（10kW未満の低圧を除く）となり，混雑時の制御対象はローカル系統以下に連系する電源
（10kW未満の低圧を除く）となります。

 ローカル系統混雑における制御方式については，弊社においては，2024年4月1日からノンファーム一律制御
を暫定的に取り入れ，開始します。

1．ノンファーム型接続の目的・概要
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 連系待機を回避する観点から，まずは，試行的にノンファーム型接続を適用している10送電線,および,混雑が
見込まれるローカル系統に連系されるノンファーム型接続適用電源（10kW未満の低圧を除く）については，
2024年4月1日から，ノンファーム一律制御の運用を開始します。

 なお，将来的には，関係するシステム開発・改修等が完了次第，再給電方式（一定の順序）の出力制御順
に基づく制御（ノンファーム一律制御の対象は計画値変更とします。以降，「ローカル系統混雑時の出力制御
（一定の順序）」とします。） への移行を予定しています。なお，別途移行時期についてはお知らせしますが，
2026年度以降を予定しています。

1-3．東京エリアにおけるローカル系統制御のスケジュール 4

2022.12.27 再生可能エネルギー大量導入・

次世代電力ネットワーク小委員会（第48回）資料2より抜粋

1．ノンファーム型接続の目的・概要
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 2024～2025年度に混雑が生ずる可能性がある設備を本資料公表時点で各電源の連系時期等を再精査し，
混雑想定を行った結果，下記の送変電設備が該当いたします※1。なお，将来のお申込み状況や設備増強を含
めた系統状況の変化等により，本表記載の設備に限らず，混雑が生じる可能性があることをあらかじめご認識く
ださい※2。

2-1．東京エリアのローカル系統における混雑見通し 5

※1 長期にわたる見通しについては当社の系統情報公表ページをご覧ください。（予想潮流の公表箇所等は順次
拡大予定です）

※2 弊社として混雑回避に努めてまいりますので, 本表記載の設備でも連系する電源の出力制御を回避する可能
性があります。

＜混雑する可能性がある送変電設備>

No. 対象送変電設備

① 154kV下滝線（栃木）

② 66kV関谷線（栃木）

③ 66kV黒保根線（群馬）

④ 66KV片品川線（群馬）

⑤ 154kV上越幹線（群馬）

⑥ 154kV上毛幹線（群馬）

⑦ 154kV群馬幹線（群馬）

⑧ 154kV奥秩父線（埼玉・群馬）

No. 対象送変電設備

⑨ 66kV岬町線（千葉）

⑩ 66kV夷隅線（千葉）

⑪ 66kV湖南線（千葉）

⑫ 66kV佐原線（千葉）

⑬ 66kV村田川線（千葉）

⑭ 66kV玉諸線（山梨）

⑮ 66kV笛駒線（山梨）

⑯ 154kV/66kV水戸北部変電所（茨城）

2．ノンファーム電源一律制御の制御方法
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 2024～2025年度に混雑が発生し，それを解消する出力制御の可能性が前スライド記載の設備のなかでも特
に高い送変電設備※1は下記の通りとなります。 3-3と3-4で後述しますように，本設備の混雑解消の制御を行う
ため，低圧連系の発電契約者さまは2024年4月1日までに制御を可能とするための対応が必要となります※2

2-1．東京エリアのローカル系統における混雑見通し（個別に対応をお願いする系統） 6

No. 対象送電線 混雑開始想定年度
混雑に関係する

配電用変電所(※3)

① 154kV上越幹線（群馬） 2024年度 片品,幡谷

② 66kV玉諸線（山梨）
2024年度 笛吹,塩山,日下部,初狩,初鹿野,

柏尾,深城,石和,

③ 66kV村田川線（千葉） 2025年度 市原,宮崎,蘇我

<2024～2025年度で個別の対応が必要となる設備>

※1 混雑想定は本資料公表時点での当社想定によります。将来のお申込み状況や設備増強を含めた系統状況の
変化等により，実際は制御が生じない場合もあります。

※2 対応が必要な箇所が系統状況の変化により増加した場合は，その都度すみやかに対応が必要な発電契約者
さまに個別におつたえします。

※3 低圧連系の場合，上位に位置する配電用変電所により，非FIT，FIT特例①，FIT特例②に該当するバラ
ンシングコードをお持ちの発電契約者さまは群単位ではなく受電地点単位個別の発電計画の提出が必要となり
ます（低圧発電所における受電地点毎の発電計画の提出は，弊社のノンファーム一律制御における独自の運
用です。対応が必要な発電所の一覧については個別に発電契約者さまにお渡しします。）。

2．ノンファーム電源一律制御の制御方法



7
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 6スライドで記載した系統の配電用変電所の供給エリアをマッピングしました。なお，配電線以下の工事等により
エリアが変わる場合もありますが，高低圧の電源は連系時の系統へ固定することとされております。

 154kV上越幹線のエリアマップを記載します。

個別の対応が必要な地域

2．ノンファーム電源一律制御の制御方法

2-1．東京エリアのローカル系統における混雑見通し（個別に対応をお願いするエリアマップ①）

第54回広域系統整備委員会 資料3より抜粋
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 6スライドで記載した系統の配電用変電所の供給エリアをマッピングしました。なお，配電線以下の工事等により
エリアが変わる場合もありますが，高低圧の電源は連系時の系統へ固定することとされております。

 66kV玉諸線のエリアマップを記載します。

個別の対応が必要な地域

2．ノンファーム電源一律制御の制御方法

第54回広域系統整備委員会 資料3より抜粋

2-1．東京エリアのローカル系統における混雑見通し（個別に対応をお願いするエリアマップ②）
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 6スライドで記載した系統の配電用変電所の供給エリアをマッピングしました。なお，配電線以下の工事等により
エリアが変わる場合もありますが，高低圧の電源は連系時の系統へ固定することとされております。

 66kV村田川線のエリアマップを記載します。

個別の対応が必要な地域

2．ノンファーム電源一律制御の制御方法

2-1．東京エリアのローカル系統における混雑見通し（個別に対応をお願いするエリアマップ③）

第54回広域系統整備委員会 資料3より抜粋
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 ローカル系統混雑時におけるノンファーム一律制御では，下記の「再給電方式（一定の順序）による出力制御
ルール」の②④⑤⑥を一律で制御します。

 ノンファーム一律制御においては，ノンファーム型接続電源を発電計画値に対して一律で制御し，発電契約
者は一般送配電事業者より提示される混雑予想をもとに発電計画の修正※を行います。

2-2．ローカル系統混雑時の制御対象ならびに制御方法 10

2022.11.15 再生可能エネルギー大量導入・

次世代電力ネットワーク小委員会（第46回）資料2より抜粋

2．ノンファーム電源一律制御の制御方法

※なお，FIT特例制度③の電源は，混雑予想送信後の発電計画の再提出は不要となります。



 ノンファーム一律制御においては，接続時のタイムスタンプに関係なく公平に取り扱うという観点から，ノンファーム
電源を発電計画値に対して一律で出力制御を行います。

 なお，将来的には，出力制御方法のローカル系統混雑時の出力制御（一定の順序）へ移行し，10スライド
の出力制御ルール②④⑤⑥の各グループにおいて一律に制御します。

11

無断複製・転載禁止 東京電力パワーグリッド株式会社 2023.11

広域機関 系統の接続および利用ルールについて
～ノンファーム型接続～（2023.4.3更新）抜粋

2-3．ノンファーム電源の一律制御（出力制御方法の概要）

2．ノンファーム電源一律制御の制御方法
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 ノンファーム電源の発電事業者が発電機の運転スケジュールを変更するために，当社から発電設備へ，①翌日
発電計画提出後，②実需給の5時間前，③実需給の１時間前の３回，混雑予想（最大受電電力比）の
通知を実施します。（今後公開予定の発電事業者向けWebページでも確認可能です）

2．ノンファーム電源一律制御の制御方法

2-3．ノンファーム電源の一律制御（出力制御情報の通知）

広域機関 系統の接続および利用ルールについて
～ノンファーム型接続～（2023.4.3更新）抜粋+ 一部追記

システム処理時間
や発電契約者さま
の代替電源調達
時間等を考慮し、
弊社においてαを
４時間と設定しま
した。

参考としてHP公表するが、
GC後のため発電計画の修
正は行わない。

実需給5時間前時点で一
般送配電事業者が受領
していた発電計画をもとに
制御量算出を実施するた
め、HP公表は実需給4時
間半前程度となる。
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 ノンファーム電源の発電契約者が発電計画値の書き換えを実施するために，当社HPにて①翌日発電計画提
出後，②実需給の5時間前，③実需給の１時間前の３回，混雑予想（発電計画比）の公表を実施しま
す。

広域機関 系統の接続および利用ルールについて
～ノンファーム型接続～（2023.4.3更新）抜粋

2．ノンファーム電源一律制御の制御方法

2-3．ノンファーム電源の一律制御（発電契約者による発電計画値の書き換え）



実需給
5時間前まで

GCまで
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 FIT特例①の系統混雑に伴う発電計画値の書き換えについては、売れ残りを控除した自然変動電源の発電計
画値変更以降に実施します。

2-3．補足：FIT特例①の発電計画値の書き換え 14

2．ノンファーム電源一律制御の制御方法

広域機関 FITインバランス特例制度①の運用方法の変更について（2019年12月）抜粋 + 一部追記

当日計画※当日計画当日計画

当日計画※当日計画当日計画

系統混雑による出力制御を控除した
発電計画値に変更
※出力制御通知後は0150発電販売
計画の計画値を書換

一送より混雑予想①

一送より混雑予想②
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 2023年4月1日以降に接続検討申込み受付を行った案件については，接続先の電圧階級や空き容量の有
無に関わらず，原則としてノンファーム型接続が適用されます。

 ノンファーム型接続での契約申込み（10kW未満の低圧を除く）に際しては，同意書の提出が必要となります。
また，系統連系開始までに混雑時に出力制御が可能となる機器の設置が必要となります。

3-1．系統アクセス手続き 15

2023.4.3 電力広域的運営推進機関 系統の接続および利用ルールについて～ノンファーム型接続～より抜粋

3．系統アクセス手続き
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16

2023.4.3 電力広域的運営推進機関 系統の接続および利用ルールについて～ノンファーム型接続～ より抜粋

3-2．系統アクセスに必要となる制御装置の概要
3．系統アクセス手続き



3-2．系統アクセスに必要となる制御装置の概要（66kV未満）

無断複製・転載禁止 東京電力パワーグリッド株式会社 2023.11

17

2023.6.30 東京電力パワーグリッド 出力制御機能付PCS等（66kV未満）技術仕様書 より抜粋

3．系統アクセス手続き



3-2．系統アクセスに必要となる制御装置の概要（66kV以上）

無断複製・転載禁止 東京電力パワーグリッド株式会社 2023.11

18

2023.6.30 東京電力パワーグリッド 出力制御機能付PCS等（66kV以上）技術仕様書 より抜粋

3．系統アクセス手続き
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 系統混雑時にノンファーム電源に対して一律に出力制御を行うためには，発電所毎に個別の発電計画値を提
出していただく必要があります。

 FIT特例①の発電所（高圧以上），およびスライド６にて説明の2024～2025年度で個別の対応が必要と
なる設備に接続している，もしくは今後接続する低圧の非FIT，FIT特例①，FIT特例②の発電所（10kW
未満を除く）については以下のとおり発電計画値の提出方法の変更をお願いいたします。
※既に発電所毎に個別の発電計画値を提出していただいている場合は対応不要です。

3-3．発電計画の提出方法 19

現在の提出方法

今後の提出方法

〇発電計画値の提出方法変更

発電
計画

複数の発電所の発電計画値を
１系統コードにまとめて提出

発電所毎の発電計画値を
個別に提出

発電契約者様

発電契約者様
発電
計画

3．系統アクセス手続き

※低圧の発電所の受電地点毎の提出は，弊社のノンファーム一律制御における独自の運用です。

※対応が必要な発電所の一覧については個別に発電契約者さまにお渡しします。



 対象の連系済，申込中のノンファーム型接続の電源は，受電地点特定番号ごとの系統コードに変更が必要と
なります。

 電力広域的運営推進機関（OCCTO）へ申請手続きを行っていただき，指定の様式にて2024年1月31日
までに弊社ネットワークサービスセンターへお申込みください。

3-4．低圧における系統コード変更の対応 20

〇指定様式
低圧ノンファーム型接続の系統コード変更申込書

〇申込先
東京電力パワーグリッド株式会社ネットワークサービスセンター
低圧連系・卸業務グループ 宛

・E-mail：01tepconsc@tepco.co.jp

※メール送信時の注意：申込書はエクセルファイルにて送付ください。

・Tel：03-3509-1709 

・受付時間：9時～12時および13時～17時（年末年始（12月29日～1月3日），土曜・日曜・祝日は除く）

〇申込期日

2024年1月31日

3．系統アクセス手続き

無断複製・転載禁止 東京電力パワーグリッド株式会社 2023.11

https://www.tepco.co.jp/pg/consignment/fit/notice/pdf/system_code_change_application_form.xlsx
mailto:01tepconsc@tepco.co.jp
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3-4．低圧における系統コード変更の対応 21

〇電力広域的運営推進機関への申請に際しての注意事項（参考）

 申請する系統コードが既存地点および申込中の系統コードと重複していないことをご確認ください。

 発電所名は「名称」，「略称」はマスタ内で他エリアも含め同一での登録ができないため，ご注意ください。

〇発電計画値の提出について

 対象の系統コードに対し発電計画を提出されなかった場合，計画未提出となり，対象期間の計画値が「０」と
なることで余剰インバランスでインバランス料金精算が発生するため計画提出漏れが無いようご注意ください。

 対象のエリアについて広域機関システムへの同時最大受電電力の登録を行う際，群単位の系統コードの場合
は「999,999,999」を入力していただいていますが、地点ごとの系統コードの場合は高圧や特別高圧と同様に
正しい同時最大受電電力を入力するようお願いします。

3．系統アクセス手続き



4-1．系統混雑処理時の精算方法一覧
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22

 ローカル系統の混雑処理を実施した場合，制御方法によらず特高・高圧は給電指令時補給，低圧はインバラン
スで精算することで以下のとおり整理されています。

出力制御の種類

基幹系統
混雑

③
再給電方式

(一定の順序)
(2023年12月～)

混雑処理時の
電制対象系統

基幹系統

ローカル系統

対象電源の
電圧階級

特高

特高

精算方法

給電指令時補給

精算単位

地点単位

精算単価

【F】限界費用
【NF】スポット単価※

※電源Ⅰ・Ⅱは限界費用

ローカル
系統混雑

①
NF電源一律制御
(2024年度～)

ローカル系統

配電系統(高圧)

配電系統(低圧)
低圧

(10kW以上)

高圧

特高

インバランス BG単位

【F】限界費用
【NF】インバランス単価※

※電源Ⅰ・Ⅱは限界費用

インバランス単価

②
ローカル系統混雑時

の出力制御
（一定の順序）
(2026年度～) 低圧

(10kW以上)

高圧

特高

給電指令時補給

インバランス*1

【F】地点単位
【NF】BG単位

BG単位

ローカル系統

配電系統(高圧)

配電系統(低圧)

インバランス単価

*1：低圧は給電指令時補給の対象外のため，インバランスで精算

給電指令時補給 BG単位 インバランス単価

【F】ファーム電源 / 【NF】ノンファーム電源

4．系統混雑時の精算

計画値書換後の発電計画(GC：発電計画確定時点)と実績値で精算
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23

■対象制度：ローカル系統 ノンファーム電源一律制御 ⇒ 原則計画値書き換え有り（計画再提出要）※

：ローカル系統 ローカル系統混雑時の出力制御（一定の順序）⇒ ノンファーム電源は計画値書き換え有り※

ただし，ファーム電源は計画値書き換え無し
：基幹系統 再給電方式（一定の順序）⇒ 計画値書き換え無し

※ FIT特例制度③については，混雑予想送信後の計画値書き換え無し（計画再提出不要）
FIT特例制度①②については，非FIT電源等と同様，計画値書き換え有り（計画再提出要）

4-2．発電計画値の書き換え

広域機関 系統の接続および利用ルールについて
～ノンファーム型接続～（2023.4.3更新）抜粋

4．系統混雑時の精算

システム処理時間
や発電契約者さま
の代替電源調達
時間等を考慮し、
弊社においてαを
４時間と設定しま
した。
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参考資料 24

1. 発電設備の新増設及びスイッチングの申込

2. 発電計画値と実績の差の取り扱い

3. 発電事業者向けへの情報公開

4. HP公表のイメージ
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 新規で接続する低圧ノンファーム型接続の電源，および既に接続済の低圧ノンファーム型接続の電源で，スライ
ド21に記載の条件に当てはまる場合は，受電地点特定番号ごとの系統コードにてお申込みが必要となります。

 予め電力広域的運営推進機関（OCCTO）へ申請手続きを行っていただき，当社へお申込みください。
※再生可能エネルギー電気特定卸供給契約のノンファーム型接続も同様に申請手続きが必要となります。

 ファーム接続の電源については，引き続き低圧発電群での系統コードにてお申込みとなります。

参考1．【低圧】発電計画の提出方法の変更 25

ファーム型接続

電
力
広
域
的
運
営
推
進
機
関
へ
の

マ
ス
タ
申
請

電
力
広
域
的
運
営
推
進
機
関
よ
り

完
了
通
知
受
領

10営業日*程度
＊電力広域的運営推進機関ホームページ－マスタ
申請・登録の手引き（2020年11月16日）引用

〇発電設備の新設・増設に関するお申込み

※１ お申込み時の系統コードが電力広域的運営推進機関の登録と一致しない場合は差戻しとなりますのでご注意ください
※２ 今後の国の議論状況により再度低圧発電群単位での系統コードによるお申し込みが必要になる場合がございます

ノンファーム型接続（対象設備に接続する発電所のみ）※１※２

従来どおりの
お申込みとなります

参考資料
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 受電地点特定番号毎の系統コードに変更した後にスイッチングする場合は系統コードを変更する必
要はございませんが，スムーズに移行できるよう高圧・特高と同様の管理をお願いします。

26

ファーム型接続、ノンファーム型接続問わず

従来どおりのお申込みと
なります

〇スイッチング（買取事業者変更）に関するお申込み

参考1．【低圧】発電計画の提出方法の変更

ノンファーム型接続（対象設備に接続する発電所のみ）

スイッチング支援システムで受付することができないため
お申込はスライド２０に記載のメールアドレスにお願いします

参考資料
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 高圧・特別高圧のノンファーム型接続の電源は，受電地点特定番号ごとの系統コードにてお申込みが必要とな
ります。予め電力広域的運営推進機関（OCCTO）へ申請手続きを行っていただき，当社へお申込みください。
※再生可能エネルギー電気特定卸供給契約のノンファーム型接続も同様に申請手続きが必要となります。

参考1．【高圧・特別高圧】発電計画の提出方法の変更 27

ファーム型接続

ノンファーム型接続※

電
力
広
域
的
運
営
推
進
機
関
へ
の

マ
ス
タ
申
請

電
力
広
域
的
運
営
推
進
機
関
よ
り

完
了
通
知
受
領

10営業日*程度
＊電力広域的運営推進機関ホームページ－マスタ
申請・登録の手引き（2020年11月16日）引用

〇発電設備の新設・増設に関するお申込み

※お申込み時の系統コードが電力広域的運営推進機関の登録と一致しない場合
は差戻しとなりますのでご注意ください

参考資料

従来どおりの
お申込みとなります
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 高圧・特別高圧のノンファーム型接続の電源でスイッチングする場合は，従来どおり受電地点特定番号ごとの系
統コードにてお申込みが必要となります。

参考1．【高圧・特別高圧】発電計画の提出方法の変更 28

従来どおりメールでのお申込みをお願いします

〇スイッチング（買取事業者変更）に関するお申込み

参考資料

ファーム型接続、ノンファーム型接続問わず

詳しくは以下のＵＲＬから当社ホームページにてご確認ください
https://www.tepco.co.jp/pg/consignment/fit/corporate.html

https://www.tepco.co.jp/pg/consignment/fit/corporate.html


参考2．パターンA：計画変更なしの場合の扱い（NF高圧以上）
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29

 ローカル系統のNF電源一律抑制では，発電契約者さまには，発電販売計画の修正（計画書き換え）を行っ
て頂きます。発電契約者さまにおける計画書き換え業務が漏れた場合などに発生する，計画実績差分の扱いに
ついては以下のとおりです。

給電
指令
時補
給
50

計画値
100

実需給
（実績）

計画値
100

パターンA：計画書き換え無し正常

実需給
（実績）

前日17時
（指令）

前日17時
（指令）

抑制指令：前日17時 抑制指令：前日17時

抑
制
指
令

出力上限
設定:50

抑
制
指
令

前日18時
（計画変更実施）

・・・ ・・・

参考資料

NF契約に
よる無補償

抑制



参考2．パターンB：過応動時の扱い（NF高圧以上）
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30

計画値
100

前日17時
（指令）

実需給
（実績）

計画値
100

パターンB:過応動

前日17時
（指令）

正常

前日18時
（計画変更実施）

実需給
（実績）

30

前日18時
（計画変更実施）

抑制指令：前日17時 抑制指令：前日17時

抑
制
指
令

抑
制
指
令

出力上限
設定:50

出力上限
設定:50

・・・ ・・・

・過応動分もパターンAの整理
と同様。

50

 発電販売計画を修正（計画書き換え）を実施した上で，計画と実績の差が生じた場合（過応動）の扱いに
ついては以下のとおりです。

※基本的にはローカルノンファームは一般送配電事業者が抑制指令値をオンラインで設定し制御するため，指令値以上の発電実績となるのは，制御機
器不良または発電機トラブル等のケースに限定と思料。

※NF電源一律制御の出力制御(下げ指令）に対して，逆応動となった場合は，その応動量をインバランスとして扱います。

参考資料

NF契約に
よる無補償

抑制

NF契約に
よる無補償

抑制

給電指令
時補給20



参考2．パターンC：ゲートクローズ以降での指令の場合）
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31

 発電販売計画の修正（計画書き換え）が間に合わないタイミングでの抑制指令にて生じた，計画実績差の扱
いについては以下のとおりです。

計画値
100

実需給
（実績）

パターンC

GC後
（指令）

前日17時

抑制指令：ゲートクローズ（GC）後

抑
制
指
令出力上限

設定:50

・・・

・指令タイミングによらず，パタ
ーンAの整理と同様。

参考資料

給電
指令
時補
給
50
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参考3．系統情報の公開・開示 32

 2023年4月1日からローカル系統のノンファーム型接続の受付を開始するにあたり，将来的な事業収益性を適
切に評価するために，系統混雑による出力制御の予見可能性を高めるようにします。現状提案されている系統
情報の公開・開示の内容は以下の通りの考え方となります。

2022.12.27 再生可能エネルギー大量導入・

次世代電力ネットワーク小委員会（第48回）資料1より抜粋

参考資料
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参考4．混雑予想（発電計画比） 公表項目 33

参考資料

項目名 例 備考

出力制御日 2023/5/17 データの出力制御の対象日

電源種別

00:ノンファーム電源Ⅲ
01:ノンファームバイオ
02:ノンファーム太陽光風力
03:ノンファーム水力

設備名称 新栃木線1L(新栃木-新新田)
・混雑対象の送電線または変圧器の名称
・フェンスの場合は混雑管理システムで設定した管理名称

電圧階級

6：66kV
8：154kV
9：275kV
10：500kV

・設備データの電圧階級
・変圧器の場合は２次側
・フェンスの場合は１つ目の構成設備で判定

供給県域

1:東京
2:栃木
3:群馬
4:茨城
5:埼玉
6:千葉
7:神奈川
8:山梨
9:静岡
10:その他

出力制御情報
（00:00～23:30）

100
0～100[%] 1%単位
設備毎の当日or翌日の48点の上限値（発電計画比）

[注]2023年11月28日時点の予定となります。
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参考4．混雑予想（発電計画比） 公表HPのイメージ 1/2 34

参考資料

送電線名をクリックで
個別ページへ遷移

※①～④の正式名称は以下の通りです。
① ノンファーム型接続の一般送配電事業者及び配電事業者が調整力としてあらかじめ確保していない発電設備等
② ノンファーム型接続のバイオマス電源（専焼、地域資源（出力制御困難なものを除く））
③ ノンファーム型接続の自然変動電源（太陽光、風力）
④ ノンファーム型接続の地域資源バイオマス電源（出力制御困難なもの）および長期固定電源

CSVダウンロード

CSVダウンロードの
リンクを追加

[注]2023年11月28日時点の予定となります。



遷移後の個別ページ

実需給5時間前後および
GC後の更新を色替え

※背景色黄色のコマ：直近の「実需給5時間前」および「GC時点」の混雑量計算による更新箇所

無断複製・転載禁止 東京電力パワーグリッド株式会社 2023.11

参考4．混雑予想（発電計画比） 公表HPのイメージ 2/2 35

参考資料

[注]2023年11月28日時点の予定となります。



無断複製・転載禁止 東京電力パワーグリッド株式会社 2023.11

参考4．CSVのイメージ 36

参考資料

[注]2023年11月28日時点の予定となります。



無断複製・転載禁止 東京電力パワーグリッド株式会社 2023.11

改訂履歴 37

2023年12月〇日
1スライド 系統混雑の定義を2020年12月9日の第5回地内系統の混雑管理に関する勉強会の表現

に変更。
3スライド 2023年2月28日の第44回系統ワーキングの表現にあわせて、ノンファーム一律制御を「先行的」では

なく「暫定的」に取り入れる旨で表現を変更。
12スライド ＨＰ公表のタイミングについて追記。
14スライド 翌日計画確定後の当日計画では発電計画書換は0150発電計画を使用することを明示。
22スライド 発電計画確定時点（GC）と実績値で精算されることを明示。
30・31スライド 「給電指令」から「給電指令時補給」に表現変更し29スライドと表現統一。
32~36スライド ＨＰ公表イメージを追加

改訂履歴


